
10株平均

たて よこ
（㎝） （㎝） （㎝） （枚） （枚） （芽）

西根1 18.0 8.8 5.8 2.5 2.5 0.0
西根2 17.0 16.7 12.1 3.6 3.6 0.0

平塩 21.8 19.6 13.9 3.9 3.9 0.0

谷地 19.6 18.6 12.3 3.0 3.0 0.0
岩木 19.4 18.3 13.6 3.8 3.8 0.0

令和7年度平均 19.2 16.4 11.5 3.4 3.4 0.0
令和6年度平均 19.9 16.4 11.6 3.2 3.2 0.1
過去10年間平均 18.0 18.3 13.4 3.9 4.2 0.3
前年（6年）対比 96.3% 100.0% 99.5% 105.0% 105.0% 0.0%
過去10年間対比 106.4% 89.6% 86.1% 86.2% 80.0% 0.0%

場所

令和7年6月20日

葉柄長
最大葉

生葉数 総葉数 腋芽数

１．生育状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
２．かん水  
～さといもは乾燥に弱い、水分を特に要求する作物です。～ 

こまめにかん水しましょう！！ 
一部、葉焼けの発生もみられます。小雨程度では、マルチ内

は乾燥したままです。早朝や夕方以降の気温の低い時間帯に、
深水で長時間滞水しないよう、量と時間を加減しましょう！！ 

つつるるりり里里芋芋だだよよりり 第３号 

 

令 和 ７ 年 ６ 月 2 5 日 

 

撮影日：令和７年６月２０日 (左：河北町岩木 ：右：寒河江市平塩) 



３．雑草対策 
①植穴部分は、早期に抜き取る。 
②畝間は中耕するなど小さいうちに対応しましょう！ 

 

４．追肥と培土について 
〇追肥：培土時に珪酸カリを現物で 10a あたり 20kg。 

      通路に施用し、耕耘後培土しましょう！ 
〇培土：脇芽の伸長を抑え大玉、丸芋の割合を高めるため脇芽の 

発生初期の７月上中旬に行いましょう！ 
     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
長さ 10 ㎝以上の大きい脇芽は、葉柄のところで切除してから培土！！ 
生分解性マルチの上に培土する。培土の厚さはマルチの上 10 ㎝！！ 
 

5．脇芽処理 
培土後は、株あたりの生葉数が４枚程度を維持するように脇芽を切除
する。脇芽の成長が旺盛になると、芋数は増えるが、大玉、丸芋割合
が低下し早掘りできなくなる。 

 

 

 

 

 

☆培土のメリット 
①青芋、茎芋発生防止。 
②収量の増加。 
③商品価値を高める。 

 

茎葉の生育量を確保しながら→里芋の肥大を促す 

農作業安全に留意しましょう！！ 

JA さがえ西村山 営農指導課(86-8184) 


